


　

　兵庫県では、令和６～10年度の地域福祉の基
本方針を定め、福祉の各分野共通で取り組む事
項を示した「第５期兵庫県地域福祉支援計画（以
下、「支援計画」）」が策定されました。この支援
計画には、各行政がどのように地域福祉を推進
するかが記され、同時に私たち県民が目指す福
祉のまちづくりに向けたメッセージも含まれます。
　今回の特集では、つながり・支え合いのある
地域社会づくりを見据え策定された支援計画に
ついて確認します。

写真上から
コロナ禍で生まれた新しいつながり方「プランターファーム見守りプロジェクト」（淡路市）

協働から継続的な連携へ「社会福祉×多文化共生連携セミナー」（三田市）
地域づくりを話し合う場にケアマネジャーなども参加して暮らしぶりを知る（養父市）

みんなで楽しく「あったらいいなのばんごはん」（稲美町）

誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い

地
域
づ
く
り

〜
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
の
推
進
〜
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全
県
的
な
地
域
福
祉
の�

�

向
上
を
目
指
す
支
援
計
画

各
市
町
で
は
、行
政
が
地
域
福
祉
の
基
盤
を
整
備
し
、

施
策
を
実
行
す
る
た
め
に
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
各
市
町
の
計
画
の
達
成
に

資
す
る
た
め
、
県
が
広
域
的
な
見
地
か
ら
目
指
す
べ

き
地
域
福
祉
の
方
針
や
推
進
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

す
の
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
「
地
域
福
祉
支
援
計
画
」

で
す
。

近
年
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
行
政
に

は
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
福
祉
活
動
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
30
年
の
社
会
福
祉
法
改
正
で
も
、
市
町
の
地
域
福

祉
計
画
は
分
野
別
の
各
計
画
の
上
位
計
画
と
さ
れ
、

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
も
行
政
の
努
力
義
務
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
福
祉
に
果
た
す
行
政
の
役
割
が

よ
り
重
要
に
な
る
中
で
策
定
さ
れ
た
今
回
の
支
援
計

画
に
つ
い
て
、
以
下
、
事
例
も
交
え
て
ポ
イ
ン
ト
を

確
認
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１　

�

地
域
福
祉
計
画
は�

�

住
民
へ
の
責
任
表
明

　
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
、
生
活
困
窮
な
ど
の
分

野
別
福
祉
で
は
、
介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
の
就
労

支
援
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
だ
け
で
は
、
地
域
で
の
暮
ら
し
は
支
え
ら

れ
ず
、
孤
立
や
社
会
的
排
除
な
ど
の
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
が
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
、

例
え
ば
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
の

居
場
所
づ
く
り
、
ゴ
ミ
出
し
や
電
球
交
換
な
ど
日
常

の
手
助
け
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
な
ど
当
事
者

が
集
う
場
づ
く
り
な
ど
、
地
域
で
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
活
動
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
市
町
の
地
域
福
祉

計
画
は
、
こ
れ
ら
民
間
の
自
発
的
な
取
り
組
み
が
生

ま
れ
る
基
盤
整
備
を
進
め
、
制
度
の
狭
間
や
複
合
多

問
題
に
対
応
す
る
責
任
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
観
点
か
ら
、
今
回
の
支
援
計
画
に
は
、
市
町

が
策
定
す
る
地
域
福
祉
計
画
の
“
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
”
を
設
け
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
に
よ
り
、
全

市
町
が
地
域
福
祉
計
画
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
策

定
・
実
施
・
評
価
し
、
市
町
の
計
画
の
実
効
性
を
高

め
る
こ
と
を
求
め
た
点
が
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
２　

�

支
援
計
画
が
目
指
す�

�

地
域
社
会
の
姿
を
捉
え
る

支
援
計
画
で
は
、
目
標
（
目
指
す
地
域
社
会
の
姿
）

と
そ
れ
を
達
成
す
る
上
で
の
取
り
組
み
の
視
点
が
整

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
上
の
囲
み
で
示
す
よ
う
に
、

支
援
計
画
で
は
「
つ
な
が
り
・
支
え
合
い
の
あ
る
地

域
共
生
社
会
ひ
ょ
う
ご
～
“
誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
”

地
域
づ
く
り
～
」
が
大
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
前
段
「
目
指
す
地
域
社
会
の
姿
」
の
い
く
つ
か

を
見
て
み
ま
す
。

冒
頭
の
「
年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
、
言
語
、

文
化
等
の
違
い
に
関
わ
り
な
く
」
は
、
福
祉
制
度
に

人
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
各
分
野
の
連
携
で
対
応

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利

擁
護
、
障
害
者
へ
の
合

理
的
配
慮
な
ど
が
地
域

社
会
に
と
っ
て
大
切
に

な
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
次
の
「
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
包
摂
」

と
は
、
誰
も
が
安
心
で

き
る
場
が
地
域
に
あ
り
、

存
在
自
体
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
。
さ
ら
に
は
自

分
ら
し
く
役
割
が
発
揮

で
き
る
地
域
づ
く
り
が

重
要
に
な
る
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
多

支援計画の目標と取り組みの視点
◆�支援計画の目標� �
（目指す地域社会の姿）
　年齢、性別、障害の有無、言語、文化等の
違いに関わりなく、ＳＤＧｓの趣旨に沿って
全ての人が地域社会の一員として包摂され、
多様な主体が我が事として参画し、誰も取り
残されず、世代や分野を超えてつながり・支
え合うことで、地域住民一人ひとりの暮らし・
生きがい、地域をともにつくる地域共生社会
を目指す ⇒

つながり・支え合いのある�
地域共生社会ひょうご

～“誰も取り残されない”地域づくり～
◆�目標の達成に向けた� �
取り組みの視点

（1）�ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）
の視点

（2）�リスクマネジメント（地域生活課題の発
生予防・対処）の視点

（3）コミュニティづくりの視点
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様
な
主
体
が
我
が
事
と
し
て
参
画
」
は
、
福
祉
関
係

者
に
加
え
、
教
育
、
住
宅
、
地
域
振
興
、
企
業
な
ど
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
協
働
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
誰
も
取
り
残
さ
れ
ず
世
代
や
分
野
を
超

え
て
つ
な
が
り
・
支
え
合
う
」
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
例
え
ば
、
8
0
5
0
問
題
や
ダ

ブ
ル
ケ
ア
な
ど
複
合
多
問
題
へ
の
対
応
を
専
門
職
が

分
野
を
超
え
て
進
め
る
仕
組
み
づ
く
り
、
障
害
者
が

農
業
に
従
事
し
活
躍
す
る
農
福
連
携
、
生
活
困
窮
者

の
中
間
的
就
労
を
通
じ
て
地
場
産
業
を
支
え
る
活
動

な
ど
、
分
野
の
違
い
の
み
な
ら
ず
福
祉
の
枠
組
み
さ

え
も
超
え
、
地
域
に
支
え
・
支
え
ら
れ
る
循
環
を
生

み
出
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
目
指
す
べ
き
地
域
社
会
の
姿
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
３
つ
の
視
点
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
参
考
と
な
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

実
践
事
例　

�

誰
も
が
人
と
つ
な
が
り
、
居
場
所
と��

役
割
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
な
ぞ
の
（
明
石
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
な
ぞ
の
（
以
下
、「
は
な
ぞ
の
」）

は
、
高
齢
者
の
健
康
教
室
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・

障
害
者
へ
の
あ
っ
た
か
訪
問
、
有
償
の
生
活
支
援
な

ど
、
属
性
を
問
わ
な
い
活
動
を
進
め
る
地
域
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
は
な
ぞ
の
が
拠
点

に
す
る「
西
明
石
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」は
、

市
の
委
託
「
地
域
支
え
合
い
の
家
」
の
一
つ
と
し
て

常
設
さ
れ
、
介
護
や

生
活
に
悩
む
人
の
相

談
所
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

あ
る
日
の
日
中
、

健
康
教
室
の
準
備
を

し
て
い
る
と
、
見
慣

れ
な
い
20
～
30
代
の

男
性
が
ふ
ら
っ
と
受

付
に
来
ま
し
た
。
み

ん
な
最
初
は
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
が
、
以
前
、
男

性
の
母
親
（
故
人
）
が
こ
の
拠
点
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
の
日
は

様
子
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
月
後
、
再
度
男

性
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
「
ど

ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
気
に
な
る
」
と
の
声
も

あ
り
、
お
茶
を
出
し
て
話
し
か
け
る
と
、
少
し
受
け

答
え
が
お
ぼ
つ
か
な
い
よ
う
で
し
た
。

何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
、
男
性
の
自
宅
を
知
る
住
民
を
頼
り
に
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
と
自
宅
を
訪
問
。
同
居

す
る
男
性
の
父
親
か
ら
「
自
分
に
も
し
も
の
こ
と
が

あ
っ
た
ら
こ
の
子
が
心
配
」
と
い
う
切
実
な
胸
の
内

を
聴
き
、
頼
れ
る
居
場
所
や
人
と
つ
な
が
れ
る
方
法

を
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
男
性
は
就
労
継

続
支
援
事
業
所
に
通
い
つ
つ
拠
点
に
も
馴
染
み
、
他

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
し

て
小
学
生
の
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
な
支
え
合
い
が
生
ま
れ
た
要
因

は
大
き
く
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
主
体
性
を
育
む
仕
組
み
づ
く
り
」
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
防
災
や
福
祉
な
ど
の
テ
ー
マ
に
分
け
、

各
々
役
割
を
意
識
し
た
リ
ー
ダ
ー
を
設
け
て
、
地
域

を
愛
す
る
住
民
自
身
が
チ
ー
ム
で
課
題
に
向
き
合
う

意
識
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、「
専
門
職
と
協
働
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
地
域
福
祉
の
意
識
づ
く
り
」
で
す
。
高
齢
者
、

障
害
者
、
子
ど
も
・
子
育
て
中
の
親
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
状
況
で
も
地
域
と
つ
な
が
れ
る
拠
点
に
で
き
る

か
不
安
が
あ
っ
た
た
め
、
は
な
ぞ
の
で
は
開
設
２
年

前
か
ら
毎
月
、
生
活
者
目
線
で
学
び
た
い
こ
と
を
専

門
職
に
投
げ
か
け
と
も
に
考
え
る「
命
塾
」を
開
催
し
、

暮
ら
し
の
中
で
の
気
づ
き
の
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

住
民
の
地
域
福
祉
は
一
朝
一
夕
で
は
で
き
ず
、
住

民
だ
け
で
成
し
得
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
は
な

ぞ
の
で
は
、
住
民
と
専
門
職
が
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
出
会
い
や
支
え
・
支
え
ら
れ
る
関
係

を
超
え
た
“
新
し
い
物
語
”
が
生
ま
れ
続
け
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
３　

�

重
層
的
な
圏
域
設
定
と
住
民
・

専
門
職
の
協
働
の
場
づ
く
り

今
回
の
支
援
計
画
で
は
、
市
町
全
域
に
加
え
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
す
る
圏
域
、
住
民
に
身
近
な
日

常
生
活
の
圏
域
な
ど
、
地
域
福
祉
計
画
に
重
層
的
な

圏
域
を
設
計
す
る
こ
と
を
強
く
推
奨
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
や
専
門
職
、
多
様
な
地
域
福
祉
の
推

進
主
体
が
、
自
ら
が
関
与
す
べ
き
場
を
認
識
で
き
る

よ
う
、
圏
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
参
画
・
協

働
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
も
求
め
て

04 2024.7-82024.7-8
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い
ま
す
（
図
1
参
照
）。

そ
の
中
で
も
、
暮
ら
し
の
場
に
近
い
エ
リ
ア
で
の

住
民
と
専
門
職
の
協
働
は
、
先
の
事
例
に
も
あ
っ
た

よ
う
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
支
援
計
画
で
は
、

重
層
的
な
圏
域
の
設
定
と
同
時
に
、
暮
ら
し
に
身
近

な
エ
リ
ア
で
住
民
と
専
門
職
が
地
域
生
活
課
題
や
活

動
課
題
を
話
し
合
い
、協
働
で
解
決
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
る
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
４　

�

公
民
連
携
・
協
働
の
重
要
性
と

協
議
体
と
し
て
の
社
協
の
役
割

今
日
で
は
、
社
協
以
外
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は
じ

め
地
域
福
祉
の
推
進
主
体
が
多
様
に
存
在
し
、
地
域

福
祉
に
お
け
る
行
政
の
役
割
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

社
協
の
位
置
づ
け
が
相
対
的
に
低
下
し
て
も
お
か
し

く
な
い
で
す
が
、
支
援
計
画
で
は
、
社
協
を
対
等
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
、
地
域
福
祉
施

策
を
社
協
と
と
も
に
企
画
・
検
討
す
る
こ
と
、
社
協

が
住
民
と
積
み
重
ね
た
地
域
福
祉
実
践
を
生
か
す
こ

と
、
必
要
な
組
織
体
制
と
安
定
的
な
予
算
措
置
を
す

る
こ
と
な
ど
社
協
へ
の
言
及
が
あ
り
ま
す
。

社
協
は
、
各
種
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
認
識
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
社
協
の
一
側
面
で
す
。
そ

の
本
質
は
地
域
住
民
を
基
盤
と
す
る
「
協
議
体
」
で

あ
り
、
住
民
の
主
体
性
を
原
動
力
に
、
誰
も
が
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
使
命
と
す
る
組
織
で
す
。
こ
の
住
民
協
議
体
と

し
て
の
あ
り
よ
う
こ
そ
支
援
計
画
が
社
協
に
期
待
す

る
部
分
で
あ
り
、
社
協
に
は
公
民
協
働
の
「
民
」
の

代
表
と
し
て
、
地
域
福
祉
を
進
め
る
多
様
な
主
体
と

の
連
絡
調
整
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
背
景
に
、

市
町
社
協
で
は
、
民
間
独
自
の
先
駆
的
・
開
発
的
な

活
動
を
進
め
る
行
動
計
画
で
あ
り
、
行
政
へ
の
提
言

機
能
も
有
す
る
「
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
を
、
地
域

住
民
、関
係
機
関・団
体
と
協
議
し
策
定
し
て
い
ま
す
。

行
政
が
策
定
す
る
地
域
福
祉
計
画
と
、
社
協
の
地

域
福
祉
推
進
計
画
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
各
主
体

が
協
働
し
た
地
域
福
祉
の
推
進
が
望
ま
れ
ま
す
。

県
内
全
市
町
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

～
地
域
の
将
来
の
姿
を
見
据
え
て
～

支
援
計
画
に
つ
い
て
、４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
整
理
・

紹
介
を
し
ま
し
た
。
今
回
の
支
援
計
画
に
は
、
県
が

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体
と
協
働
し
な
が
ら
施
策
を
展

開
し
、
市
町
で
の
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
と
そ
れ
を
担
う
人
づ

く
り
、
そ
し
て
各
市
町
域
の
計
画
的
な
地
域
福
祉
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
計
画
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
な
が
ら
、
県
内

全
市
町
が
地
域
の
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
行
政
、
社

協
、
地
域
住
民
、
福
祉
関
係
者
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
多
様
な
人
た
ち
の
参
画
で
、
地
域
の
福

祉
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
を
協
議
す
る
こ
と
が
私

た
ち
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
協
議
と
協

働
の
先
に
、
豊
か
な
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
が
地
域

に
生
ま
れ
、
誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
地
域
づ
く
り
が

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【図1】�重層的な圏域ごとの構築を目指す「地域福祉ネットワーク」
（出典：兵庫県社協「『地域共生社会』の実現に向けた社協活動指針」平成31年３月）

  

  

  
 
 
 
 
 
 
 

地地域域福福祉祉ネネッットトワワーーククととそそのの機機能能  

  

「共生のまちづくり」と「包括的な相談支援

体制」の最大のポイントは、地域福祉ネットワ

ークです。地地域域福福祉祉ネネッットトワワーーククととはは、、個個別別支支

援援だだけけででななくく、、ままちちづづくくりりをを促促進進すするるたためめのの小小

地地域域をを起起点点ととししたた重重層層的的ななネネッットトワワーーククです。

地域包括ケアシステムが、「高齢者中心・専門

職主導」で運営される傾向であるのに対し、地

域福祉ネットワークは、生活課題全般に対応で

きるよう、住民がつくるネットワークに専門職

等が入り、協働することで形成されます。 

地域福祉ネットワークは、圏域ごとに 5 つの

ネットワークで構成されます（図表5）。1つ目は、

住民に身近な地域につくる住民間ネットワーク

です。これは、暮らしの中で住民が気づいたこ

とを話し合い、解決するネットワークです。県

内では、「地域見守り会議」や「支え合い会議」 

等の名称で、ネットワークを促進する場を社協

が支援する市町が約半数あります。2つ目は、個

別支援のための小地域での住民・専門職等のネッ

トワークです。3つ目が、地域課題を話し合って

解決したり、様々な地域福祉活動を進めたりす

るための、おおよそ小学校区エリアでのネット

ワークです。4つ目が、おおよそ中学校区エリア

での専門職間のネットワークで、5つ目が、市町

域における事業化・仕組み化のためのネットワー

クです。高齢分野では地域ケア推進会議、障害

分野では地域自立支援協議会、児童分野では要

保護児童対策地域協議会などです。分野横断の

場として、「生活困窮者自立支援推進協議会」

や「セーフティネット会議」等を設ける自治体

もあります。 

  ▼図表 5 地域福祉ネットワークの構成－5つのネットワーク－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

藤井博志氏作成の図を一部加工 

小地域福祉推進組織を基盤とした住民による地域福祉活動 

住住民民間間ののネネッットトワワーークク  

「地域見守り会議」等、住民協議の

場を軸にしたネットワーク 

個個別別支支援援ののネネッットトワワーークク  

随時型のケース会議を軸にしたネッ

トワーク（ソーシャルサポートネット） 

本人・家族・専門職・住民参加 

 

分分野野横横断断のの制制
度度・・仕仕組組みみ化化ネネ
ッットトワワーークク（セー

フティネット会議、

地域福祉計画策定・

評価の場 等） 

分分野野別別のの制制度度・・
仕仕組組みみ化化ネネッットト
ワワーークク（地域ケア推

進会議、分野別計画

策定・評価の場 等） 

住住民民・・専専門門職職等等ののネネッットトワワーークク  

住民と専門職等による「地域ネットワ

ーク会議」等を軸にしたネットワーク 

専専門門職職間間ののネネッットトワワーークク  

課題化や支援困難ケースを検討する

専門職中心の定例会議（地域ケア会

議等） 

隣隣保保（（組組・・班班））  自自治治会会・・町町内内会会エエリリアア    小小学学校校区区エエリリアア        中中学学校校エエリリアア          市市町町域域        

11  

22  44

官民協働による地域福祉ネットワークの形成 

－共生のまちづくり促進とセーフティネットの重層化－ 

推推進進方方策策 22  

基基本本的的なな考考ええ方方  

11  

33 55

― 17 ― ― 18 ―

第５期地域福祉支援計画は、兵庫
県庁ホームページでダウンロード
できます
◆ 支援計画の概要
◆ 支援計画の全文
◆ 市町セルフチェックシート

各市町が作成する地域福
祉計画の概要や策定状況
について、厚労省のホー
ムページのサイトにも情
報が掲載されています

兵庫県庁
ホームページは
こちら

➡
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陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
の
き
っ
か
け
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災

神
戸
市
外
大
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
ナ
ー
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
自
ら

が
地
域
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
活
動
の
一
つ
が
、
学
生
と
高
齢
者

が
交
流
す
る「
陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」で
す
。

サ
ロ
ン
が
始
ま
っ
た
背
景
に
は
、
長

田
区
な
ど
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
深
刻

な
被
害
を
受
け
た
地
域
か
ら
、
高
齢
者

を
始
め
と
し
た
被
災
者
が
神
戸
市
外
大

の
周
辺
に
移
住
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

震
災
か
ら
時
が
経
ち
、学
生
た
ち
は
、

移
り
住
ん
で
来
た
人
た
ち
が
孤
立
し
な

い
街
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
、
平
成

21
年
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
に
招
い
て
交
流

す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
以
来
、
現

在
ま
で
続
く
陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
は
、
二

か
月
に
一
度
、
高
齢
者
と
学
生
が
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
会
話
を
楽
し
む
場
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
活
動
か
ら
生
ま
れ
る

学
び
と
広
が
り

学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
普
段
の
生

活
で
世
代
の
離
れ
た
人
と
接
す
る
機
会

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
と
高
齢

者
が
サ
ロ
ン
に
集
ま
る
と
、
交
流
し
て

気
付
く
世
代
間
の
違
い
や
高
齢
者
の
経

験
談
な
ど
で
話
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。

あ
る
女
性
参
加
者
が
話
し
た
、
戦
時

中
の
疎
開
や
戦
闘
機
の
恐
怖
な
ど
の
実

体
験
は
、世
界
で
紛
争
が
止
ま
な
い
今
、

学
生
の
心
に
深
く
響
く
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
戦
後
間
も
な
い
時
代
、
女
性
が

進
学
や
就
職
な
ど
で
カ
ベ
や
生
き
づ
ら

さ
に
直
面
し
な
が
ら
も
強
く
生
き
て
き

た
こ
と
を
知
り
、
学
生
た
ち
は
恵
ま
れ

た
現
在
の
環
境
を
自
覚
し
、
何
事
に
も

挑
戦
す
る
勇
気
を
も
ら
い
ま
す
。
地
域

の
高
齢
者
の
た
め
に
と
始
め
た
サ
ロ
ン

は
、
高
齢
者
の
居
場
所
に
な
る
と
同
時

に
、
学
生
に
と
っ
て
も
人
生
の
大
先
輩

か
ら
多
く
を
学
ぶ
貴
重
な
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
数
年
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
で
サ
ロ
ン
の
開
催
を
控
え
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
参
加
者
同
士
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、

体
を
動
か
す
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
学
生
は
運
営
の
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。
サ
ロ
ン
の
運
営
を
担
う
学
生
メ

ン
バ
ー
の
高た

か
さ
は
ら

笠
原
さ
ん
は
、「
サ
ロ
ン

の
ほ
か
、
こ
の
大
学
に
留
学
し
て
い
る

外
国
人
と
地
域
と
の
異
文
化
交
流
も
進

め
た
い
」と
次
の
目
標
を
語
る
よ
う
に
、

今
後
も
サ
ロ
ン
を
始
め
、
学
生
が
地
域

と
つ
な
が
り
、
時
に
支
え
合
う
関
係
が

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

取材を終えて
陽だまりサロンでは、学生が手書きのお手紙を、
高齢者の自宅に届ける「陽だまりお便り」など
にも活動を広げています。サロンでの長年の活
動が学生と地域とのつながりを深め、そこに参
加する一人一人にとっての大切な交流の場であ
ることを感じました。

神戸市外国語大学　ボランティアコーナー
場　所：神戸市西区学園東町９－１　第2学舎1階

笑顔輝く
共生のまちづくり

“笑顔”と“共生のまちづくり”につながる取り組みをレポート

神戸市外国語大学（以下、「神戸市外大」）のボラ
ンティアコーナーでは、学生たちがアイデアを出
し合い、地域と協働したさまざまな活動を企画・
運営しています。今回、これらの活動の中から

「陽だまりサロン」を紹介します。

学
生
が
立
ち
上
げ
た

サ
ロ
ン
が
地
域
を
元
気
に

一緒に楽しむだけでなく、人生の先輩
の経験を知ることで学びがあります

サロンの後は高齢者同士で
仲良く自宅へ帰ります

ホームページは
こちら→

インスタグラムは
こちら→
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気付きをきっかけに広がる活動
ふるさと大好きプロジェクトでは、学年ごとに
町の歴史や環境、福祉などのテーマが設定されま
す。子どもたちはテーマに合わせて活動内容を一
から考えるため、具体的な取り組みは毎年異なる
点が特徴です。
５年生のテーマは「町の防災」です。昨年度は
６月に最初の取り組みとして、校区内の防災施設
を巡る校区探検を実施しました。高台にある津波
の一時退避所に行ってみると、落ち葉が積もって
歩きにくく、高齢者にはたどり着くのも難しいこ
とに気付きました。そこで子どもたちは一時退避
所の落ち葉拾いを実施しようと考えました。
また車いすに乗り、街中を移動して発見した避
難時の注意ポイントをマップにまとめるなど、防
災への学びを深めました。こうして学んだことを
高齢者が集まるサロンなどを訪問して発表すると
ともに、落ち葉拾いへの参加を呼び掛けました。
12月に実施された落ち葉拾いには、近隣住民
など40名以上が参加しました。一時退避所も地
域のみんなが避難できる場所になり、子どもたち
は地域の役に立てたことを実感する機会となりま
した。

子どもたちがふるさとの中心的存在に！
落ち葉拾いを終え、子どもたちは自分たちの活
動を多くの地域住民に知って欲しいと、活動紹介
のチラシを作成。また誰でも参加できる学習会を
企画して、クイズ形式で楽しみながら地域全体で
防災を考える場を設けました。
子どもたちからは1年間を振り返る中で「６年
生になっても落ち葉拾いを続けたい」との感想が
あり、みんなで助け合うこと、発災時に周りの人
たちを気にかけ守れる行動をすることの大切さな
ど、今後に生かせる経験を得ました。
５年生の担任を務めた相生小学校の中川先生は

「地域全体が子どもたちの活動を見守ってくれた」
と話します。校区探検に使う車いすを準備した市
社協、高齢者が集うサロンと学校をつないでくれ
た地域包括支援センターなど、地域のさまざまな
団体の協力でプロジェクトは実現しました。また
校外で活動する子どもたちに声を掛けてくれた地
域住民も多く、先生は「プロジェクトにより、地
域が一つになっていると感じる」と続けます。
子どもたちが中心となり、地域の一人一人がふ
るさとへの愛着を更に深められるよう今後の活動
にも期待が寄せられます。

地域全体で子どもたちの活動を支える
「ふるさと大好きプロジェクト」
市立相生小学校では「ふるさと大好きプロジェクト」と題してテーマに応じて子どもたちが地域と
関わりながら学びを深める学習カリキュラムを実施しています。
地域の少子高齢化に危機感を覚えた学校の先生が、子どもたちに地域への愛着を深めてほしいと思っ
たのをきっかけに14年前から始まりました。

相生市社協

共生のまちづくりに
向けて市町社協が
関わるさまざまな
福祉活動を紹介します。

あなたのまちの

福祉活動
この活動を紹介してくれたのは

相生市社会福祉協議会
☎0791-23-2666

活動紹介のチラシは
自治会長の協力により
町内回覧が実現！

落ち葉拾いを
やりきり

笑顔で溢れています

07  2024.7-82024.7-8



セルフヘルプグループの
県内に拠点を置いて活動する自助グループを紹介します

リアル

実
務
者
同
士
の
話
し
合
い
か
ら

具
体
的
な
取
り
組
み
へ

猪
名
川
町
で
は
昨
年
８
月
に
ほ
っ
と

か
へ
ん
ネ
ッ
ト
を
設
立
し
ま
し
た
。以
降
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
る
か
、
実
務

者
会
議
で
話
し
合
い
、
町
社
協
が
実
施

す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
食
料
品
提

供
か
ら
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、
町
社
協
が
中

心
と
な
り
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
、
株
式
会

社M

モ

ノ

タ

ロ

ウ

onotaRO

、
町
商
工
会
女
性
部

か
ら
の
食
料
品
支
援
を
受
け
、
集
ま
っ

た
食
料
品
を
子
ど
も
食
堂
や
支
援
を
必

要
と
す
る
困
窮
世
帯
に
届
け
る
活
動
で

す
。
昨
年
末
に
実
施
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
で
は
、
実
務
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー

が
、
自
身
の
法
人
の
職
員
に
食
料
品
提

供
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は

年
末
年
始
を
控
え
た
時
期
に
50
セ
ッ
ト

の
食
料
を
準
備
し
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
世
帯
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

な
お
、
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
事

務
局
で
あ
る
町
社
協
は
、
食
料
の
配
付

先
の
う
ち
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
借
受
世

帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
。
感
謝

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
一
方
、
物
価
高
騰

で
依
然
と
し
て
厳
し
い
生
活
状
況
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
実

務
者
会
議
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者
や

家
族
へ
の
支
援
に
向
け
て

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
協
力
を
終
え
、

次
の
活
動
を
模
索
し
て
い
た
頃
、
町
社

協
な
ど
の
主
催
で
「
ひ
き
こ
も
り
支
援

講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
演
会
に
各
法
人
の
職
員
が
参
加
し
た

こ
と
で
、
改
め
て
不
登
校
や
ひ
き
こ
も

り
の
実
態
と
支
援
の
必
要
性
を
知
り
、

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
と
し
て
具
体
的

な
活
動
に
つ
な
げ
る
機
運
が
高
ま
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
孤
立
し

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
づ
ら
い
人

が
社
会
と
つ
な
が
る
一
歩
と
し
て
、
各

法
人
で
職
場
見
学
や
就
労
機
会
の
提
供

が
で
き
な
い
か
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
実

務
者
会
議
で
は
、
保
育
関
係
者
の
「
園

で
駐
車
場
案
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
も
ら
え
た
ら
」、
高
齢
者
施
設
関
係

者
の
「
配
膳
補
助
や
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン

グ
が
短
時
間
就
労
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
な
ど
の
声
、
さ
ら
に
は
「
施
設
見

学
の
機
会
と
し
て
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実

施
で
き
た
ら
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ひ
き
こ
も
り
の

方
や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
、

具
体
的
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
検
討
を

重
ね
て
い
ま
す
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

町
社
協
の
市
川
由
香
さ
ん
は
、「
取
り

組
み
を
通
し
て
、参
画
す
る
法
人
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
意
義
が
浸
透
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
持
て
る
資
源
を
生
か
し
、

地
域
に
暮
ら
す
人
が
抱
え
る
課
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
と
考
え
た
い
で

す
」
と
展
望
を
語
り
ま
す
。
二
年
目
を

迎
え
、
具
体
的
な
活
動
を
進
め
つ
つ
あ

る
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
動
き
に
、

引
き
続
き
注
目
で
す
。　
　

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
猪
名
川

事
務
局：

猪
名
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

0
7
2
‐
7
6
6
‐
1
2
0
0 

猪名川町社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネット猪名川）

地域住民の孤立や困りごとに立ち向かう� �
ネットワークを目指して
「猪名川町社会福祉法人連絡協議会（以下、ほっとかへんネット）」は、町内にある全

社会福祉法人（６法人）が参画し、令和５年８月に設立されました。今回は、ひきこも
りをテーマに動き始めたほっとかへんネットの活動を紹介します。

２か月に１度開催する
実務者会議の話し合いは、

ほっとかへんネットの
活動の礎です

町内から50名が参加した講演会をきっかけに、
ひきこもりへの支援が、ほっとかへんネットの
活動テーマになりました

08 2024.7-82024.7-8



セルフヘルプグループの
県内に拠点を置いて活動する自助グループを紹介します

リアル

私たちのグループができるまでは、
姫路市周辺に網膜色素変性症の患者会

は無く、神戸に拠点があるグループに参加し
ていましたが、身近な地域で集える場があ
ればと、平成13年に「しらさぎアイアイ会」
を立ち上げました。網膜色素変性症は、視野
が狭くなる視野狭窄や暗い場所で物が見えに
くくなる夜盲症などの症状がある難病です。
活動を続ける中で、網膜色素変性症に限らず、
見えにくい・見えない人達の会となって今に
至ります。

メンバーが楽しみにしている活動が、互いに
講師役を担うなどして開く各種の教室です。コー

ラスや料理、点字、スポーツなどを通じて楽しく交流
しています。毎月の定期交流会も行っており、コロナ
禍以降はメールやZOOMも活用しながら、同じ悩み
を持つ仲間同士で活発に情報交換をしています。
また、難病団体連絡協議会、障害者連絡協議会など
に参画しており、これらの団体と協働で姫路市役所と
の懇談会も開催しています。この懇談会は、難病患者・
障害児者などが安心して暮らせる地域づくりを目指す
ためにも大切な活動です。

視覚障害について、少しでも社会全体の理解が広がり、当事者が安心・安全に生活が送れること
を目指しています。

長く活動してきた中でも、行政との懇談の場を持ったことなどにより、私たちのグループへの社会の理
解が深まってきたように感じています。例えば、行政や眼科医からの紹介で、同じ悩みを持つ視覚障害の
人たちが、私たちのもとに相談に来ることも増えてきました。その人たちの相談に乗り、また、手続きに
同行してさまざまな福祉サービスとつなぐお手伝いもしています。
「しらさぎアイアイ会」は、視覚障害のある人たちにとってなくてはならないグループです。これからも、
視覚障害のある人たちへの支援と理解が深まるよう活動を続けていきたいと思います。

Ａ. Ａ.

Ａ.

グループの概要

Ｑ１. Ｑ２.

Ｑ３.

グループが立ち上がった

きっかけは

現在、どのような活動に力を

入れていますか

社会に望むことやグループの目標は

名 　 称 	しらさぎアイアイ会
活 動 日	 毎月1回

連 絡 先	 sirasagiaiaikai@gmail.com

総会の様子。
同じ悩みを持つ人同士なので

気兼ねなく話し合いができます

しらさぎアイアイ会
　姫路市を中心に、網膜色素変性症など視覚障害を
もつ人たちが情報共有や交流活動の場づくりを行う

「しらさぎアイアイ会」。
　会長の竹内敏男さんとグループの皆さんにお話を
伺いました。

ホームページは
こちら

09  2024.7-82024.7-8



就
職
を
目
の
前
に
起
き
た		

交
通
事
故

幼
稚
園
教
諭
だ
っ
た
母
の
影
響
で
、

保
育
の
世
界
に
自
然
と
憧
れ
を
抱
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

関
わ
っ
た
神
戸
Y
M
C
A
福
祉
会
の

雰
囲
気
に
惹
か
れ
て
就
職
を
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
い
つ
も
ど
お
り
短
大
に
向

か
っ
て
い
た
途
中
で
交
通
事
故
に
遭
い
、

意
識
が
戻
っ
た
の
は
二
週
間
後
で
し
た
。

当
時
は
少
し
先
の
こ
と
も
想
像
で
き

な
い
状
態
で
し
た
。
内
定
を
取
り
消
さ

ず
に
待
っ
て
も
ら
え
て
い
る
こ
と
を
母

か
ら
聞
き
ま
し
た
が
、
当
時
は
本
当
に

働
け
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
神
戸
Y
M
C
A
福
祉
会
が

私
の
こ
と
を
信
じ
て
待
ち
続
け
て
く
れ

た
事
実
が
希
望
と
な
り
、
や
が
て
「
先

が
あ
る
」
と
思
え
ま
し
た
。

そ
の
後
退
院
し
、
自
立
生
活
訓
練
セ

ン
タ
ー
へ
入
所
し
た
こ
と
を
機
に
、
実

際
に
復
職
し
て
い
る
方
の
姿
を
見
て
、

保
育
園
で
働
く
目
標
が
少
し
ず
つ
明
確

に
な
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
で
出
会
っ

た
人
た
ち
か
ら
は
、
車
い
す
ツ
イ
ン
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
自
動
車
を
運
転
し

て
旅
行
に
出
か
け
る
楽
し
さ
を
教
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
経
験
は
今
の
生
活
に
も

生
き
て
い
ま
す
。

保
育
園
で
働
け
る		

喜
び
を
感
じ
て

事
故
か
ら
５
年
余
り
を
経
て
、
事
務

職
員
と
し
て
保
育
園
に
就
職
を
果
た
し

ま
し
た
。
最
初
は
、
私
自
身
も
職
場
も

手
探
り
で
の
勤
務
で
し
た
。
ど
れ
く
ら

い
役
に
立
て
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
日
常
の
事
務
仕
事
に
加
え
、
行

事
の
飾
り
つ
け
の
作
成
な
ど
、
園
の
運

営
に
必
要
な
準
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

事
務
職
員
と
し
て
働
き
始
め
て
８
年

が
経
ち
ま
す
が
、
こ
の
保
育
園
に
出
会

い
、
働
け
る
こ
と
自
体
に
喜
び
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
園
児
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
私
の
こ
と
を
自
然
と
受
け
入

れ
て
く
れ
る
環
境
や
、
私
の
姿
を
見
つ

け
た
子
ど
も
た
ち
が
扉
を
開
け
に
走
っ

て
き
て
く
れ
る
思
い
や
り
が
特
に
嬉
し

い
で
す
。

中
途
障
害
の
あ
る
自
分
だ
か
ら

伝
え
ら
れ
る
こ
と

こ
の
体
だ
か
ら
と
諦
め
る
の
で
は
な

く
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
を
考
え
て

き
た
こ
と
。
ま
た
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
こ
と
で
、

道
が
開
か
れ
た
と
感
じ
ま
す
。
講
演
会

な
ど
に
招
か
れ
た
際
は
、
聞
い
て
く
れ

る
人
が
何
か
を
感
じ
て
く
れ
た
ら
と
思

い
な
が
ら
、
経
験
を
自
分
の
言
葉
で
話

し
て
い
ま
す
。

私
は
、
障
害
が
あ
る
こ
と
は
、
不
幸

な
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

怪
我
を
し
て
良
か
っ
た
と
は
思
い
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
レ
ー
ル
の
上

を
歩
む
だ
け
の
人
生
で
し
た
。
遠
回
り

は
し
た
け
れ
ど
も
、
毎
日
人
の
優
し
さ

に
触
れ
、
気
づ
き
や
出
会
い
の
た
く
さ

ん
あ
る
濃
厚
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
保
育
に
携
わ
る
こ
と
に

感
謝
し
、
良
い
と
思
え
る
こ
と
に
前
向

き
に
挑
戦
し
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキー
パーソンや実践者・当事者らのエピ
ソード・思いを紹介していきます。

人生一度きり

私のモットー

働ける喜びに満ちた
毎日を過ごす
尾
お

堂
どう

 千
ち さ き

咲希 さん� �
西神戸YMCA保育園 事務職員

Personal History
平成22年12月	 短期大学在学中に交通事故に遭い、頸髄損傷
	 四肢麻痺により車いす生活となる
平成23年5月	 リハビリテーション病院へ転院
平成25年1月	 自立生活訓練センターへ入所
平成26年秋	 短期大学復学
平成28年春	 保育士免許・幼稚園教諭免許取得
	 社会福祉法人 神戸YMCA福祉会 就職

“事務所にいる先生”として働いています
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ま
た
、
被
災
地
の
道
路
事
情
も
徐
々

に
改
善
し
県
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
本

会
で
は
数
回
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
も
運
行
し
ま
し
た
。

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

は
、
４
月
24
日
～
26
日
に
石
川
県
珠
洲

市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
。
６

月
に
は
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
協
力
を
得
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
「
コ
ー
プ
こ
う
べ

協
働
号
」
を
３
回
に
わ
た
っ
て
珠
洲
市

に
向
け
て
運
行
し
、
活
動
に
あ
た
り
ま

し
た
。

ま
た
、
６
月
15
日
～
16
日
に
は
、
本

会
、
神
戸
市
社
協
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
の

三
者
協
働
で
七
尾
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
を
運
行
し
た
ほ
か
、
被
災
地
で
の

活
動
経
験
が
な
い
県
内
の
社
協
職
員
を

中
心
に
20
名
の
参
加
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
を
運
行
し
、
同
月
21
日
～
23
日
の

日
程
で
、
七
尾
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

奥
能
登
を
始
め
と
し
た
地
域
で
は
依
然

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要
で
す
。

本
会
は
被
災
地
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
後
も
求
め
ら
れ
る
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

「
社
協
基
本
要
項
」
改
定
を
協
議

～
社
協
事
務
局
長
会
議
を
開
催
～

６
月
６
日
、
県
社
協
で
は
、
県
内
社

協
の
事
務
局
長
な
ど
27
名
の
参
加
を
得

て
「
県
内
社
協
事
務
局
長
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

全
国
で
改
定
に
向
け
た
議
論
が
進
む

「
社
会
福
祉
協
議
会
基
本
要
項
」
に
つ

い
て
は
、
県
内
の
社
協
で
も
昨
年
度
か

ら
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

会
議
で
は
、
全
社
協
か
ら
改
定
の
一
次

案
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
案
に

つ
い
て
全
社
協
に
重
点
的
に
伝
え
る
意

見
、
今
後
も
協
議
が
必
要
な
事
項
な
ど

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

会
議
で
は
、「
住
民
の
た
め
の
組
織

と
い
う
こ
と
を
ま
ず
示
す
べ
き
」「
な

ぜ
、
い
ま
改
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
」「
基
本
要
項
は
浸
透
し
て
い
る
か
」

「
改
定
の
先
に
あ
る
も
の
を
共
有
で
き

て
い
る
か
」「
行
政
と
対
等
に
な
る
に
は
、

社
協
の
民
間
性
・
独
自
性
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
を
通
じ
て
と
り
ま
と
め
た
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

基
本
要
項
を
新
た
に
策
定
す
る

理
由
・
目
的
の
明
確
化

・�

基
本
要
項
の
位
置
づ
け
は
社
協

に
と
っ
て
の
「
憲
法
」
同
然

・�

最
も
強
調
す
べ
き
は「
住
民
主
体
」

・�

住
民
に
も
わ
か
り
や
す
い
シ
ン

プ
ル
な
も
の
に

・�

行
政
と
の「
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
の
構
築
を

基
本
要
項
の
改
定
を
機
に
、
要
項
そ

の
も
の
や
社
協
の
現
状
を
振
り
返
り
、

社
協
の
使
命
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
合

う
協
議
が
続
い
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震		

本
会
の
支
援
活
動
に
つ
い
て

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
に
つ

い
て
、
本
会
で
は
１
月
４
日
の
「
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
」
災
害
救
援
本
部

を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
協
と
と
も
に
１

月
25
日
よ
り
取
り
組
ん
だ
、
七
尾
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
災
害
Ｖ
Ｃ
」）
の
運
営
支
援
で
は
、
県

内
社
協
職
員
1
2
0
名
（
う
ち
本
会
職

員
27
名
）
を
派
遣
し
ま
し
た
。
６
月
末

を
区
切
り
に
七
尾
市
へ
の
職
員
派
遣
を

終
了
し
、
７
月
か
ら
は
地
元
関
係
者
と

石
川
県
内
社
協
と
の
協
働
に
よ
り
災
害

Ｖ
Ｃ
が
運
営
さ
れ
る
体
制
に
移
行
し
て

い
ま
す
。

県社協TOPICS

33年ぶりとなる基本要項の改定をめぐり、熱心な意見交換
がなされました

七尾市への職員派遣を通して、活動するボランティ
アと被災者とをサポートしてきました
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人
　
馬
場
 正
一
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U
RL　

w
w
w
.hyogo-w

el.or.jp/
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

月々 500 （税別）月々7,500円（税別）
※初期費用50,000円（税別）　※ドメイン利用料・取得費用別途※初期費用50,000円（税別）　※ドメイン利用料・取得費用別途

介護事業所専用ホームページ制作・運用パッケージ

【運営会社】株式会社メックコミュニケーションズ

専門知識がなくてもラクラク運用！専門知識がなくてもラクラク運用！

寄
付
寄
贈
の
お
礼

今
号
で
は
、
３
月
以
降
に
温
か
な
善

意
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
を
紹

介
し
ま
す
。

■■��

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
新
大

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
新
大

阪
支
社
様

阪
支
社
様
よ
り
県
社
協
へ
浄
財

の
寄
付

■■��

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
様

物
取
引
業
協
会
様
よ
り
県
社
協

に
30
万
円
の
寄
付

■■��

宇
都
祥
子
様

宇
都
祥
子
様
よ
り
県
社
協
へ

10
万
円
の
寄
付

温
か
な
善
意
は
、
県
内
の
地
域
福
祉

の
推
進
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
て		

～
就
職
説
明
会
な
ど
の
ご
案
内
～

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
の

仕
事
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
人
に
対
し
、

福
祉
の
仕
事
の
紹
介
・
斡
旋
を
は
じ
め
、

資
格
取
得
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
応
じ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
県
内
３
会
場
（
姫
路
・

明
石
・
西
宮
）
で
「
福
祉
の
就
職
説
明

会
」
を
計
３
回
開
催
す
る
ほ
か
、「
福

祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
」
や
「
福
祉
の

職
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
な
ど
も
実
施

す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
福
祉
の
仕
事
を
探
し
て
い
る

人
が
、
実
際
に
高
齢
・
障
害
・
児
童
等

の
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
を
訪
問
し

業
務
を
体
験
で
き
る
「
福
祉
体
験
学
習

事
業
」
も
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
県
内
３
４
０
か
所
を
超
え

る
福
祉
施
設
・
事
業
所
が
登
録
し
て
い

ま
す
の
で
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー�
�

（
☎
0
7
8-

2
7
1-

3
8
8
1
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県社協TOPICS

※就職説明会などのイベント情報、福祉の職場見学
バスツアー、福祉体験学習事業などの情報は、ホー
ムページにも掲載していますので、ぜひご覧くだ
さい

福祉の就職説明会 in HYOGOの開催日程
会場 日時 場所

姫路
9月8日（日）

13：00～16：00
ホテル日航姫路

明石
10月27日（日）
13：00～16：00

あかし市民広場

西宮
11月9日（土）

（午前）10：00～13：00
（午後）14：00～17：00

西宮市フレンテ
ホール

５月23日開催の兵庫県宅地建物取引業協会定時総会にて、
本会入江会長より感謝状を贈呈しました


